
☆老化は、顔面・口腔領域の
自律神経性血流増加を減弱させる
ことが明らかになりました！！

・顔面・口腔領域には特殊な副交感神経

（図1—）による血流増加が生じる。

・本論文は、老化が咀嚼筋の副交感性血

流増加を減弱させることを明らかにし

（図2）、この減弱作用が老化に伴う咀

嚼・摂食障害（サルコペニアやフレイ

ル等）に関連する可能性を示唆する初

めての報告となります。

・この血流増加は咀嚼や会話時の口腔感

覚で活性化し（図1➡）、顕著な血流動

態を誘発することから、咀嚼筋等の機

能維持に重要であると考えられる。
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☆老化による自律神経性血流増加の減弱に関わるメカニズムは！？

↓減弱

↓減弱

↓減弱

↓減弱

図3 図4

↓減弱 ↓減弱

・老化は、アセチルコリン（図3ACh）を介する血流増加を顕著に減弱し、この減弱

作用には咀嚼筋の血管に存在するムスカリン受容体（図4MR1とMR3）の発現量の

低下が関連していることが示唆されます。

・コリン性副交感性血流増加は咀嚼筋のみならず、顔面皮膚・口腔粘膜や唾液腺に

も生じることから（図1）、老化に伴う咀嚼・摂食障害とともに、歯周病、皮膚・

口腔粘膜疾患（口内炎等）や唾液分泌障害に対しても、この血流増加機構をター

ゲットとした新たな治療アプローチを導くための今後の研究展開が期待されます。
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